
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 東門三角池のカキツバタが満開となり、梅

の実が数多く実り始めました。 

 ５月２７日（土）の運動会は、皆様のご支

援を受け、無事終えることが出来ました。前

日の雨が上がり、風がさわやかに吹き絶好の

運動会日和となりました。当日まで、保護者

の皆様の子供たちへの健康への心配り、感謝

申しあげます。ありがとうございました。 

  冒頭の言葉は、代表委員会が決定した運動

会のスロ一ガンです。体と心を休め登校した

３０日（火）、全校朝会で子供たちへ次のよう

な講話をしました。 

① 運動会は素晴らしい内容でした。運動会

で学んだことをこれからの学校での生活

に生かして行くことが大切です。 

②「仲間」とは友達だけではありません。家

族、親戚、応援してくれた先輩方、地域   

の皆様すべてが仲間なのです。感謝をし

なければなりません。 

③「悔いを残さず」とは「やれることはすべ

てやった」と思えることです。赤が勝ち、  

白が惜しくも敗れましたが、努力は皆同

じです。この後、学校生活が落ち着かな

くなると、大きな悔いを残すことになる

のです。前進しなければなりません。 

④ 「戦おう」とは自分の弱い心と戦うのです。

友達と比べることはありません。「もう  

やめたい。休みたい。」等の自分の心にあ

る弱さと戦い、やりきる心を創るのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これから、いよいよ本格的な教育活動が始

まります。西東京市教育育委員会の指定をい

ただいている算数科の授業研究が続きます。 

５月３１日（水）２年。６月６日（火）５年。

７月７日（金）１年。日々の子供たちの様子、

是非ご覧ください。 

   また、今月１７日、土曜公開は弁当持参の

５時間授業です。６月は食育強化月間。６月

１９日（月）は食育の日です。これからも保

谷小学校は、皆様のご支援を糧とし、挑戦い

たします。これまで同様にご理解を賜ります

ようによろしくお願いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度学校運営協議会委員の皆様です。 

 よろしくお願いいたします。 

 

 

 

  

 

 

                     

   「仲間と協力し、悔いを残さず 一生懸命 戦おう。」 

見通しをもち、これからも前進します。 

                           校長 高野 富 
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校内研究の取組について ４年生                                                                                     

 ４年生校内研究の取組については、算数「わり算の筆算（１）―わる数が１けた」全１７時間の学

習に取組んでいます。特に、本単元で重視している指導内容は、筆算の仕方を考える学習活動に、半

具体物を使って説明する、算数的な思考活動を取り入れたことです。その活動を自力またはペアで考

え交流する営みが、子供たち一人一人の深い学びにつながるものと考えたからです。 

そこで、習熟度を考慮して、補充や基本のコースでは、紙よりもより質感があり、数えやすい棒に

変え、１０の棒の束を意識させて、筆算の仕方に関連付けた活動を行いました。子供たちの思考の中

で、１０の棒の束をばらさないと出来ない、ばらす必要があることに気付かせ、それは何故か、言葉

で説明し合います。ペアやトリオ、全体で交流することでより理解が深まります。 

つまり、子供たちには、形式的に指導するのではなく、正答や誤答を基にした考えの手順を、半具

体物を通して関連付けできる力が、子供たちの深い学びだと考えたからです。 

 また、この単元における指導上の留意点については、子供たちの学習活動が、第６単元に無理なく

繋げていけるためにも、１位数でわる筆算を十分に習熟できるようにしていきたいと考えています。

さらに、１位数でわって商が２位数になるわり算については、暗算でもできる力を身に付けられるよ

うに工夫していきます。高学年に繋がる大切な時期を、より一層工夫し、系統立てた指導をこれから

も実践していきます。これからも、家庭学習の面からのご協力をお願いいたします。 

 

校内研究の取組について 2年生                                                                                                  

 ２年生は、算数で「長さをはかろう」の学習に入りました。全１０時間の学習のはじめは、生活科

と関連させ、学校で見つけた葉っぱの長さ比べからスタートです。友達と比べ合いながら長さを表す

方法を考えていきます。 

「ものさしで測ればいい！」と、筆箱から取り出そうとするのを「ものさしを使いたいですね。で

も、今日は使いません。便利なものさしがどうやってできてきたのかを勉強するからです。」と伝え、

１年生での学習や生活経験から長さを比べる方法を考えさせていきます。 

並べて比べたり、えんぴつや消しゴムなどの身近なものを使って長さを表したりする中で、ブロッ

クやクリップなどの任意単位をもとにして測ると長さを表したり比べたりできることに気づいていき

ます。最後には、いつでも誰とでも比べることができ 

るようにするために、普遍単位である「㎝」の便利さにたど 

りついていきます。ここでの学習は、次に「かさ」の学習で 

も生きてきます。 

一つ一つの学習が、次の学習や生活につながるよう、確か 

な力をつける授業の方法を工夫していきたいと考えています。 

 

特別活動管理部から                                                                                         

 特別活動には、学級活動・児童会活動・クラブ活動・学校行事という活動内容があります。特別活

動の目標は「望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団の一員

としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、自己の生き

方についての考えを深め、自己を生かす能力を養う（学習指導要領）」です。つまり、人間教育そのも

のなのです。 

保谷小には、「保小まつり」「あいさつ運動」など特色のある活動があります。これらの大きなねら

いは子どもたちの自発的・自治的に活動をできる力を育てることです。異学年交流や他学年のことを

考えながら行動することで、大きく成長できるよう導いていきます。 

 



食育について（お弁当の日）                                                                                     

 毎年６月は「食育月間」です。農林水産省が主として様々な地域で「食育」を推進しています。

「食育」といっても、幅が広く、どんなことから考えればよいか迷ってしまうこともあります。それ

ぞれのご家庭でも、食について大切にしたいことは少しずつ違うかもしれません。 

保谷小学校では、「いただきます」だけではなく「今日のごはんは昨日の命、明日の元気、今日もお

いしくいただきます」という挨拶もしています。飽食の時代ですが、改めて食べ物のありがたみにつ

いては学校でも、家庭でも教え続けることが大切だと思います。 

また、食に興味をもつということも、とても大切だと思います。「このスープの野菜はおいしいな。」

「今日のお弁当は、ソーセージ入っているのかな。」など、小さなことから関心が広がっていきます。

おいしく食べられる野菜が増えることに喜びを感じたり、給食やお弁当は、作ってくださる方の気持

ちがこもっていることを実感できたりする子どもたちに育ってほしいと思っています。 

６月１７日の学校公開では、食育月間の一つとして、給食の代わりにお弁当を持ってきていただき

ます。そして、お弁当をいただく前に全クラスで食について考える時間を設けます。今後の食生活が

ほんの少しでも広がるようにしたいと考えています。 

 夏季水泳指導について                                                                                      

小学校における水泳の学習内容は、学習指導要領に次のように明記されています。低学年は、「水遊

び」、中学年は「浮く泳ぐ運動」、高学年は「水泳」です。児童の心身の発達に応じて、段階的に取り

扱いながら、水泳の特性に触れる楽しさや喜びを理解させようとする趣旨からです。 

水泳指導は、一人一人が自分の能力に応じた課題をもち、友達と協力し合う中で、水泳の楽しさを

味わうことができるようにすることが大切であると考えています。 

系統的に高学年の水泳学習に繋げていけるように、まずは、水に慣れ親しむ活動を中心に行い、動

きが身に付くようにしていきます。 

今年度の水泳指導は、６月１２日（月）から始まります。また、今年度も夏休み期間中に水泳指導

を行います。授業で身に付けた力を更に伸ばすことができる機会だと考えています。ぜひ参加させて

ください。 

＜水泳についてのお願い＞ 

水泳指導に参加する際は、プールカードに体温の記入、体調を確認の上、押印をお願いいたしま

す。記入もれがある場合は、参加させることができません。ご理解いただきたいと思います。 

学年の取組み（1年生）                                                                                        

 先日、給食に出るそら豆の皮むきを体験しました。 

 そら豆の育ち方や、さやからそら豆から出す方法を栄養士の先生に教えてもらい、一人一人丁寧に皮

をむきました。その後、皮の片づけや実を集める作業も班で分担して時間内にすべての作業は終了しま

した。最後に「そらまめくんのベッド」（なかやみわ著 福音館書店）の読み聞かせをして４５分間の

授業を終えました。 

 「そらまめくんのベッド」は 1 年生にとても人気があり、本を見せると「読んだことある。」「保育園

にあった。」と、多く（ほぼ全員かもしれません。）の声があがります。しかし、「そら豆を食べたこと

がある人いますか。」と聞くと、その数が減り、「そら豆の皮をむいたことがある人はいますか。」と聞

くとさらに減ります。 

 皮むきを経験したことで、本を読んだだけでは分からなかった「そら豆君のベッドは本当にふわふわ

なんだね。」という実感を 1年生全員で共有できたことがこの時間の成果だったと思います。 

 入学して 2か月が経ち、学校でたくさんの経験をしている 1年生です。このような経験を各教科に結

びつけながら実感を伴った学習を積み重ねていきたいと考えています。 



 

行事予定                     

日 曜 日 曜

６月　行事予定表

学校行事 学校行事

1 木
安全指導
通常時程４時間授業　個人面談①

16 金

2 金 ４時間授業　個人面談② 17 土
学校公開②(弁当・火曜５時間授業）歯科指導(2)
セーフティ教室(1,2,4)　食育授業(3)2～4校時

3 土 18 日

4 日 19 月 全校朝会 生活目標発表(5-1) クラブ活動④

5 月 全校朝会　緑の読書月間(始)　 委員会活動　 20 火

6 火 ４時間授業 21 水
西東京市立小･中連携の日（４時間授業）
歯科検診(1,2,3)9:00～

7 水
４時間授業　個人面談③
歯科検診(4,5,6)9:00

22 木 ４時間授業

8 木 ４時間授業　 個人面談④ 23 金 理科見学(4)　給食試食会（1年生・転入生対象）

9 金
PTA代表委員会9:30
ALT　教育実習(終) プール準備(6)

24 土

10 土 25 日

11 日 26 月 全校朝会　生活目標発表(4-2)　 クラブ活動⑤

12 月
全校朝会　生活目標発表(5-2)
個人面談⑤　 水泳指導(始)

27 火 セーフティー教室(3,5,6）

13 火 保谷オリンピック① 水道キャラバン(4)5・6校時 　 28 水 ALT　集会（放送・図書委員会発表）

14 水 ALT　集会（代表・運動委員会発表） 29 木 演劇鑑賞教室PM(4)

15 木
個別学習なし　５時間授業
（保谷オリンピック①予備日）

30 金 緑の読書月間(終)

 

  

 

運動会の様子 

 ５月２７日（土）、前日までの雨も忘れる

ような晴天の中、運動会を実施しました。

家族や地域の方に見守られて、全ての種目

を無事に終えることができました。 

 ご協力ありがとうございました。 


